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南方熊楠と紀州田辺 
                           
 安田忠典（関西大学人間健康学部准教授） 
  
 
紀州田辺、人の魅力 
南方熊楠が紀伊半島南部の町、田辺に定住するようになったのは 1904（明治 37）年のことである
が、それには学生時代からの親友、喜多幅武三郎が大きく関わっていた。喜多幅と熊楠は、和歌山中
学校時代に知り合い、熊楠の外遊中にも書簡を交わす間柄だった。帰国後も、熊楠は 1902（明治 35）
年に田辺で医師として活躍していた喜多幅を訪ね、大いに飲んで騒いでいる。このとき、田辺の素封
家多屋氏の家族をはじめとして、さまざまな人々と親交を結び、田辺という町の暮らしやすさを心に
留めたのであろう。1904（明治 37）年の秋に那智山での研究生活を切り上げた熊楠は、田辺に舞い
戻り、そのまま終生とどまったのである。 
田辺に来た頃の熊楠は、荒れに荒れていた。ロンドンでの遊学生活が途絶し、帰国後も親族から離
れ一人那智山に籠って研究を継続するも、ついに挫折してしまう。三十代も半ばを過ぎて、それまで
人生を賭けてきた学問の世界での成功が遠のき、自らの居場所や存在価値そのものさえ不確かな状況
に陥っていたのである。そんな熊楠に、喜多幅は結婚をすすめ、松枝夫人との媒酌の労まで引き受け
ている。喜多幅の人柄については、熊楠の長女文枝の回想に詳しい。 
「二人は実の兄弟のようで、先生の方がわがままな弟のような父をいつもリードしてくださいまし
た。…父も先生の言うことなら何でもよくきくのです。ですから私たちが困ったときは先生に言いき
かせてもらったものでした。母はいつも冗談に『もしも先生の方が早く亡くなられたら、すぐ迎えに
来てくださいよ、こんな気難しい人残されたらかなわんから』と言っておりましたが、ちょうど約束
を果たしたように父も同じ年に亡くなりました。…二人とも頑固で時折喧嘩するのですが、謝りに行
くのは必ず父の方でした。『あいつに一服盛られたらたいへんだから』と言って（笑）。先生も『怒っ
て知らん顔をしていたら、必ず夜謝りに来る、僕が悪かったと機嫌をとりに来るよ、実に純なところ
があるよ』と笑ってらっしゃいました。」 
いかにも大らかな風貌の喜多幅を介して、熊楠は田辺の人々との交流のなかで社会との接点を回復
していった。妻の松枝と二人の子どもに恵まれ、盟友毛利清雅、腹心の雑賀貞次郎、野口利太郎、悪
友の川島草堂、後援してくれた多屋家の人々、そして田辺新地の芸妓たちなど、多くの仲間に囲まれ
て、熊楠は田辺の街で暮らした。彼ら、彼女らは、熊楠のことを「先生」と呼び、地域の仲間として
受け入れた。温暖な気候と豊かな自然に抱かれて暮らす大らかな人々の街であったからこそ、熊楠は
田辺でその生涯を全うすることができたのである。 
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土地の魅力 
熊楠が田辺に居を構えたのは、人情のよさだけに拠ったのではない。幼い頃から本草学や博物学に
親しみ、欧米遊学で近代的な分類学の手法を身につけた熊楠にとっては、田辺湾岸の豊かな自然もま
た魅力的であった。実際、熊楠が国内で生物学関連の調査を行ったポイントを概観してみると、自宅
があった田辺近郊が圧倒的に多いのである。後述する神島などの田辺湾の島々や沿岸部、市内の闘鶏
神社や高山寺周辺、郊外の稲成神社や横手八幡、さらには隣村の田中神社、八上王子等々で、熊楠は
活発な採集活動を行っている。 
 黒潮洗う紀伊半島南部に位置する田辺周辺は、温暖かつ湿潤であり、常緑広葉樹に覆われた森林
に恵まれている。熊楠が研究対象としていた菌類や変形菌類、地衣類、蘚苔類、藻類等の隠花植物の
宝庫といっても過言ではなかろう。 
 また、熊楠は、「くちくまの」すなわち熊野の入り口と称された田辺での暮らしについて、『履歴
書』（大正 14〔1925〕年 1月 31日付矢吹義夫宛書簡）で次のように語っている。 
…そのころは、熊野の天地は日本の本州にありながら和歌山などとは別天地で、蒙昧といえば蒙昧、
しかしその蒙昧なるがその地の科学上きわめて尊かりし所以で、小生はそれより今に熊野に止まり、
おびただしく生物学上の発見をなし申し候。… 
この書簡で熊楠は「小生はそれより今に熊野に止まり」としており、田辺に定住している大正 14
年の時点でも引き続き「熊野にいる」という意識を持っていることがうかがえる。こうした熊楠の立
ち位置は、田辺に定住してから本格化したかれの社会活動における独特の視点を支えるものであった。
つまり、熊楠は外部からの観察者として熊野を見つめたというよりは、熊野に暮らすという内的な立
場から神社合祀反対運動等の活動に取り組んだのである。 
この「熊野で暮らしている」という自覚は、とくに、熊楠の実践活動として評価されている神社合
祀反対運動とは密接な関係がある。日本文化の形成において神社を中心にした自然信仰の体系が重要
な役割を果たしたことについては、すでに在英時代に「タブーシステム・イン・ジャパン」（明治 43
〔1909〕年）という論題で発表を試みていた熊楠だったが、それは海外にあって日本文化を相対化す
るという視点を獲得したうえで書かれたものだった。そのような視点を獲得した後に、じっさいに熊
野の地に暮らす機会を得たことは、後に神社合祀反対運動へと発展する熊楠の思想をより深め、身体
化する過程であったとみることができよう。 
 
盟友との活動 
熊楠は 1909（明治 42）年 9 月 27 日付の『牟婁新報』に掲載された「世界的学者として知られた
る南方熊楠君は如何に公園売却事件を見たるか」という記事の中で、はじめて神社合祀反対意見を公
にした。以後、熊楠は牟婁新報を主な寄稿先として、神社合祀反対の論陣を張ることになる。 
じつは、熊楠の神社合祀政策に対する問題意識は、この記事から約 1 年前の 1908（明治 41）年、
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「糸田の猿神社」が合祀されたことに端を発すると言われている。では、熊楠が実際の行動を起こす
まで約 1年間もかかった理由は何であろうか。それには、牟婁新報の存在、とくに主筆であった毛利
清雅の存在が大きくかかわっている。というのは、単独では行動を起こせないでいた熊楠の眼前で、
すでに毛利らは大浜台場公園売却問題などの地域の問題に取り組んでいたのだ。つまり、熊楠は牟婁
新報の活躍に触発されるかたちで自らの意見を述べはじめたと考えられるのである。 
こうして牟婁新報を舞台に口火を切った神社合祀反対運動は、その後、柳田國男ら中央の人脈を頼
み、『日本及日本人』などの全国規模の雑誌上で展開されることになる。そして、その神社合祀反対
運動は、和歌山県でいえば 5800余りあった神社が 1912（明治 45・大正元）年には 400台にまで減
ずることで合祀自体がほぼ収束するのに合わせて終局をむかえたのだが、運動をめぐる思惑の相違な
どから、牟婁新報や毛利との関係も同年前半にいったん途絶している。（翌年末には毛利と文通を再
開している） 
なお、その後も熊楠と牟婁新報の関係は続き、滝尻王子の移転問題、奇絶峡保存問題、岡の田中神
社の伐採問題、三郡製糸会社設置問題など、地域に起こった様々な社会問題に対して、熊楠は牟婁新
報を通して意見を表明している。 
また、熊楠の生涯におけるクライマックスとなった昭和天皇へのご進講の舞台となった神島の保全
についても、熊楠は毛利らと協力しながら、粘り強くことを進めた。熊楠らの神島保全に関する運動
は、明治 35（1902）年の神島初上陸から、明治末年の「保安林」に指定、昭和 5（1930）年の和歌
山県天然記念物指定、昭和 10（1935）年の国の天然記念物指定まで、30 年以上に及んでいるのだ。
そして、この 3段階の保全活動において、熊楠は常に主導的な立場で関わり、神島という紀伊半島南
部の生態系をよく残していた稀有な島が法の下できちんと保全されるために、最善を尽くしたのであ
る。 
 
生態学の視点 
 神社合祀反対運動や神島の保全運動の内容を少し詳しく見てみると、熊楠の特徴的な思想を垣間見
ることができる。たとえば、熊楠が生涯をかけて研究したのは当時隠花植物と呼ばれていた菌類や変
形菌であったが、その膨大な隠花植物のコレクションのうち神島で採集されたものはごくわずかなの
である。つまり、神島は熊楠の採集フィールドとしては、少なくとも量の上からはマイナーなポイン
トだったのだ。だとしたら、どうして熊楠は 30年にもわたって神島の保全に力を注いだのだろうか。
まず、神島についての最初期の言及を見てみよう。 
…此の島の下生えに「バクチノキ」とて…薩州と田辺辺にしか無き物で、昨今勃興の植物所住学
（エコロギー）及び従来喧しき分布学上最も保護を加ふべき物として…  
（「神島の珍植物の滅亡を憂いて本社に寄せられたる南方先生の書」牟婁新報、明治 44（1911）
年 8月 6日） 
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続いて、晩年、神島が国から天然記念物指定をうけた後のコメントを見てみたい。 
この島の草木を天然記念物に申請したのも、この島になんたる特異の珍草珍木あってのことに
あらず。田辺湾固有の植物は、いまや白浜辺の急変で多く全滅し、また全滅に近づきおる。しか
るに、この島には一通り田辺湾地方の植物を保存しあるから、後日までも保存し続けて、むかし
この辺固有の植物は大抵こんな物であったと知らせたいからのことである。 
（「新庄村の合併について」牟婁新聞、昭和 11（1936）年 8月 23日） 
二つのコメントには 25 年という時間の隔たりがあるが、熊楠の主張は生態学（エコロジー）という
観点に立っているという意味ではまったく揺らいでいない。そして、神島を巡る熊楠の仕事は、後世
の生態学者たちによって見事に利用されているのである。 
 もっとも、熊楠たちの最初の保全運動である保安林指定の際、すでに神島はワンジュが全滅するほ
どの深刻なダメージを受けていたらしいのだが、その後、長い時間をかけて植生が回復したことも含
めて、熊楠は克明に記述してくれている。熊楠没後も、時代に応じたかたちで護られてきた幸運な神
島ではあるが、熊楠の頃からその植生は人間社会の影響を受けながら変化し続けているのである。 
もしかしたらこの小さな島は、いつの時代も、私たち人間と自然とのかかわりの深さを表す指標の役
割を担ってくれているのかもしれない。 
 
まとめ 
 以上、駆け足で見てきたように、熊楠の活動、とくに社会的な活動については、そのほとんどが田
辺に定住してからのことであり、家族や仲間、自然環境等のすべての環境とのかかわりのなかから紡
ぎだされたものなのである。 
自らの名前に熊野の「熊」と社叢の大木である「楠」を頂く熊楠が「くちくまの」田辺で取り組んだ
仕事は、「生物多様性」や「共生」といった現代的な課題に通じる萌芽的な内容を含んでいるだけで
なく、人文・自然の両分野にまたがる複層的な関心から、彼が生きた「近代」という時代の行方を考
えようというスケールのものであった。 
また、そうした熊楠のユニークな仕事を可能にしたのは、人と自然が豊かにかかわりあうことで醸成
されてきた日本文化の原点のようなものが感じられる田辺の街のちからでもある。そして、その田辺
の街には、いまでも熊楠の息吹を感じることができる場所が少なくない。ぜひとも足を運ばれること
をお勧めしたい。 
 
